
今回は、勤務会員の中でも異色の、新潟医療機祉大学で学究生活をさな いる博士 (社会学)社労士

鈴木未来会員に寄稿いただきました。
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大学にて勤務登録をしている鈴木です。実習巡回で電車にゆられながら
この原稿を書いてい

ます。身分は講師 (ヒ ラ社員)ですので、人事や労務にかかわらない「勤務」です。少子化で

学生 (お客様)が減り続ける昨今、大学教員といえども色々な職場を渡り歩いています。大学

も学校なので「時間割」はありますが、その前後の時間の使
い方は様々。前職と比べこんな時

間の使い方 。使われ方で問題ないのかといつた、人事にはちよつと聞き
づらいことを同僚から

尋ねられます。間もなくお役御免という方からは、大学教員は入職時期
が遅いこともあつてか

年金や再就職をどう考えたら良いのかと聞かれることも。今では国立大学
にも雇用保険があり

ますが (前職がそうでした)、 年金は私学を含め共済 (こ れも来年ま
での命 ?)、 ただし専任に

、限定 (特権 ?)な ど、なぜか社労士だつたりする自分もそうですが、分かりいくい歩みです
の

で相談相手として重宝がられるようです。

これらは本来の仕事ではありませんが大学ならではのゆとりゆえ、そんな時間も勤務
先は許

してくれるでしようか。これまでの歩みからしても、型にはまつた
ことを教えることは実のと

.こ
ろ苦手 (出張講義で伺うこともある高校の先生には頭が下がります)。

ただ勤務先には “資格

の学校
"と いう要素もあるため (社会福祉士などを引t当 )、 ゆとりゆとりと言つてもいられませ

ん。それでも長い人生、同じ「社会」という言葉で始まるちょつと変わ
った社会の一資格を知つ

てもらうことも悪 くないか、と自分に言い聞かせつつぼちぼち仕事をし
ています。実際には担

当学生の就職先 (医療や福祉)が必ずしも良い環境でなかつたり、そのシグナルを社労士とし

て発しようにも勤務先特有のlilの問題 (資格取得のモチ
ベーシヨンを下げてはならない)か ら

難しかったりと、
“理想"の型になかなかはまりません。やはり

“土台"に足をつけていくしか

ないのかな、とかつて勉強した社会学を思い出すこともしばしば。そんな
こんなですが、卒業

生の公務員から大学教員ではなく社労士としてのアド
バイス (第三者評価)を求められるなど、

ちょっと嬉しいお声推卜けがあつたりはしています。

バリバリ「勤務」するわけではありませんが、先々のことを含め特定の立場に
こだわり続け

る必要が無い今の環境だからこそ、社労士としてお役に立てる
ことがあるのかもしれません。

この先思わぬところで諸先11方 との接点が生まれることを楽しみに、「勤務」を続け
てまいります。


